
研修会のご案内　〈コミュニティ交通シリーズ92〉

時 講　　　義　　　内　　　容

２０１９年２月１２日（火)　10:00～16:55

　

自動車会館・会議室(東京・千代田区）

地域科学研究会

動き出したモビリティ革命「マース」―ＭaaS(Mobility as a Service／移動サービスの連携・統合)必携情報

MaaSの構築・活用戦略と交通まちづくり方策

吉田     樹  

 　

10:00

～

11:10

　 　

11:20 

～

12:10

＞＞＞ 日時・会場

東京都千代田区一番町6-4ライオンズ第2-106
TEL 03(3234)1231　FAX 03(3234)4993
URL：http://www.chiikikagaku-k.co.jp/

お申し込み・お問い合わせ 地域科学研究会
あすの街と村を考える

13:00

　 ～ 　

13:45

□日本版MaaS政策の展開、MaaS構築とこれからの交通まちづくりのマネジメント方策

□MaaSの多様性・プレイヤー連携・マーケティングと交通計画・新都市計画への応用可能性

□交通事業者・西鉄のMaaS戦略、MaaSが都市・交通問題解決に与えるインパクトとモビリティ革命像

城福　健陽    阿部　政貴

＞＞＞ 講師陣

　 　

15:30

～

16:55

1．[基調講演]地域公共交通イノベーション～地域公共交通と日本版ＭaaSの展開～

氏／国土交通省総合政策局公共交通政策部長

氏／福島大学経済経営学類准教授
　　国土交通省「都市と地方の新たなモビリティ
　　　　　　　　　　　　サービス懇談会」委員

 

氏／西日本鉄道㈱自動車事業本部

　　計画部計画課    

 

牧村　和彦
  

氏／一般財団法人計量計画研究所理事兼
　　研究本部企画戦略部長

　 　13:45

～

14:30

　 　

14:30

～

15:15

MaaSの構築から交通まちづくりへの展開－プレイヤーの連携と公共交通マーケティングが鍵を握る－

MaaSが目指す世界観と交通計画への応用可能性　　

１．MaaSの実践例―フィンランドのWhimの事例紹介―

２．多様なMaaSの捉え方と共通点―目標とする世界観―

西日本鉄道のMaaS戦略～マルチモーダル検索サービスの実用性検証とこれから向かうべき方向性～

MaaSと交通まちづくり～モビリティ革命と新都市計画～

１．モビリティ革命を牽引するMaaS ～先進都市の革新的な将来交通ビジョンとMaaSの位置づけ～

２．MaaSが都市に与えるインパクト ～MaaSが都市問題をどのように解決するのか～

３．MaaSと交通まちづくり ～街路空間、駐車場、住宅オフィス、スマートシティを考える～

３．[パネル討論]人口減少・超高齢社会のモビリティ革命―MaaSの構築・利活用と交通まちづくりの推進戦略

[司　　会]　 吉田　樹　　氏(福島大学)
[パネラー]　 藤垣　洋平　氏(小田急電鉄)／阿部　政貴　氏(西日本鉄道)／牧村　和彦　氏(計量計画研究所）

一般財団法人計量計画研究所
理事兼研究本部企画戦略部長
           牧村　和彦　氏

西日本鉄道㈱自動車事業本部
計画部計画課               
           阿部　政貴　氏 

                    
　　　小田急電鉄㈱経営戦略部

藤垣　洋平　氏

国土交通省総合政策局
公共交通政策部長
　　　城福　健陽　氏

1990年一般財団法人計量計画研究所（IBS)入所。東京大学博士（工学）。南山大学非常勤講師。都市・交通のシンクタンクに従事、将来のモビリティビジョンを
描くモビリティデザイナー。代表的な著書に、「MaaS～モビリティ革命の先にある全産業のゲームチェンジ（編著／日経BP／2018.11刊）」、｢バスがまちを変え
ていく～BRTの導入計画作法（IBS出版）｣、「交通まちづくり～地方都市からの挑戦（共著、鹿島出版）」、「モビリティをマネジメントする～コミュニケーショ
ンによる交通戦略（共著、学芸出版社）」、｢2050年 自動車はこうなる（共著、自動車技術会）｣等多数。

３．MaaSの発想を活用した地域公共交通計画の新展開

４．郊外向けMaaSの可能性―東京大学が実施した調査結果から―

東京大学大学院工学系研究科博士課程修了。博士（工学）。2017年より日本学術振興会特別研究員として、MaaSなどの統合モビリティサービスの設計・計画手法
についての研究を推進。大都市圏向けのMaaSあり方「Metro-MaaS」の提案と需要評価に関する論文で、日本都市計画学会2017年年間優秀論文賞を受賞。

【my route(マイルート)とは】公共交通(バス・鉄道・地下鉄など)、自動車(タクシー・レンタカー・自家用車など)、自転車、徒歩など、さまざまな移動手段を
 組み合わせてルートを検索し、必要に応じて予約・決済まで行うことで移動をサポートするスマートフォン向けマルチモーダルモビリティサービス。

２．[基調報告]MaaSの実装―近未来のモビリティ革命と交通まちづくりの展開

福島大学経済経営学類准教授
             吉田　樹　氏

【質疑応答】

１．自家用車の保有・運転に代わる選択肢－MaaSへの期待

２．地域の課題解決や将来像を描くために－MaaSが目的化することへの警鐘

３．多様なモビリティをフィジカルな空間へどうなじませるか

４．求められるプレイヤーの連携と公共交通マーケティング

５．大都市と地方部で異なるMaaSの成長過程

６．交通事業者と行政に求められるリテラシー

首都大学東京都市環境学部リサーチ・アシスタント、同助教を経て、2012年 3月より福島大学うつくしまふくしま未来支援センター特任准教授。2013年 4月より現職。

専門分野は、地域交通政策。 国土交通省社会資本整備審議会道路分科会専門委員等。交通基本法案の検討に関わったほか、八戸市、三沢市、十和田市、北上市、山形市

武蔵野市、茨城・五霞町などの公共交通政策や交通まちづくりの計画策定・運用・推進に携わる。

１．バス事業の課題とMaaSの活用

　　～マルチモーダル推進による地域ネットワーク維持の可能性～

２．トヨタ自動車様との連携

　　～「my route」によるマルチモーダルルートアプリの実用性検証～

３．民間交通事業者から見たMaaS実現への課題

　  ～民間中心の日本の公共交通をどう連携させるのか～

４．バス会社はMaaSにどう関わっていくべきか

  　～厳しい事業環境下でMaaSにどのように参画していくか～

１．地域公共交通を巡る現状・課題

２．地域公共交通に関する制度

３．地域公共交通のイノベーションに向けた取組み  

※ 城福氏はパネル討論には参加しません。(1)平成31(2019)年度の関係予算等の取組み  (2)日本版MaaS等新たなモビリティの展開への取組み

～事業者(鉄道・バス・タクシー等)と地域(自治体・市民・産業界)の有機的連携とMaaSの実装化～

藤垣　洋平 氏／小田急電鉄㈱経営戦略部



超高齢社会の移動手段の確保・開発戦略／タクシー・イノベーションと乗務員不足対策への挑戦

[

執
筆]

 


